

	≪第三学年≫　総時数105時間のうち「書写」に10時間、「国語」に95時間を配当。そのうち「話すこと･聞くこと」に17時間程度、「書くこと」に22時間程度を当てた。

	前後期
	三学期
	配当月
	単元名
	教材名
	時

数
	学習目標･学習活動･評価規準
	学習指導要領との対応

	
	
	
	
	
	
	学習目標
	学習活動･内容
	関心･意欲･態度
	話す･聞く能力
	書く能力
	読む能力
	言語についての知識･理解･技能
	A話すこと･聞くこと
	B書くこと
	C読むこと
	伝統的な言語文化他

	前期
	一学期
	4月
	∧授業開き∨
	最初の質問
	1
	●言葉の学習の意義を感じ取る。

●交流のよさを捉え、進んで交流しようとする姿勢を作る。
	●内容にふさわしいよう、工夫して音読する。

●作品に込められたメッセージに応答し、交流する。
	●言葉の学習の意義を感じ取る。

●交流のよさを捉え、進んで交流しようとしている。
	●内容にふさわしいよう、工夫して音読している。

	
	●作品に込められたメッセージに応答している。
	●音読によって語感を磨いている。


	(1)ｱ

(2)ｱｲ
	
	(1)ｱｲｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

	
	
	4月初
	１社会
	林と思想（扉詩）
	0｜
	●音読･暗唱によって語感を磨く。
	●音読･暗唱によって語感を磨く。
	●音読･暗唱によって語感を磨こうとしている。
	●音読･暗唱によって語感を磨いている。
	
	
	●音読･暗唱によって語感を磨いている。
	(1)ｳ
	
	
	(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

	
	
	｜5月
	に向けて
●表現を吟味して
	言葉の共有
【習得】
	3
	●言葉を共有する意味について考える。

●筆者の考え方の筋道を捉える。
	●表現に即して、筆者の受けた衝撃を理解し説明する。

●自分の体験も参照しながら、言葉を共有する過程や共有する意義を考え、文章にまとめる。

●文章の展開を捉え、その効果を考える。
	●言葉を共有する意味について考えようとしている。

●筆者の考え方の筋道を捉えようとしている。
	●表現に即して、筆者の受けた衝撃を説明している。
	●自分の体験も参照しながら、言葉を共有する過程や共有する意義について文章にまとめている。


	●表現に即して、筆者の受けた衝撃を理解している。

●自分の体験も参照しながら、言葉を共有する過程や共有する意義を考えている。

●文章の展開を捉え、その効果を考えている。
	●文章の展開がもたらす効果を理解している。
	(1)ｱｳ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳ
	(1)ｱｲｳｴｵ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	人間関係を深く広く見つめる●
	ケナリも花、サクラも花
【活用】
	4
	●人と人との思いの通じ合いについて考える。

●筆者の体験と思考のつながりを捉える。
	●筆者の受けたインタビューの違いを整理し、違いを捉える。

●コミュニケーションを支えるものについて、文章に表れた筆者の体験に即して説明し、交流する。

◎題名やキーワードに注意しながら読み直し、国際理解について考える。
	●人と人との思いの通じ合いについて考えようとしている。

●筆者の体験と思考のつながりを捉えようとしている。
	●コミュニケーションを支えるものについて、文章に表れた筆者の体験に即して説明している。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	●筆者の受けたインタビューの違いを整理し、表にまとめている。
	●筆者の受けたインタビューの違いを整理し、違いを捉えている。

●コミュニケーションを支えるものについて、文章に表れた筆者の体験に即して考えている。

◎題名やキーワードに注意しながら読み直し、国際理解について考えている。
	●キーワードの働きを理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳ

(2)ｱ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	
	Water
【探究】
	0｜
	●人と人との関係について考える。

●会話文や心情表現の働きを捉える。
	●表現に即して、作品中の人間関係を説明する。

●比喩表現の意味を捉え、効果を味わう。

●会話文や心情表現の特徴や効果を考え、交流する。

◎作品や作者を紹介するリーフレットを作り、交流する。

◎視点人物を変えて作品を書き替え、作品を捉え直す。
	●人と人との関係について考えようとしている。

●会話文や心情表現の働きを捉えようとしている。
	●表現に即して、作品中の人間関係を説明している。

●会話文や心情表現の特徴や効果について話し合っている。

◎リーフレットについて感想を述べ合っている。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	●比喩表現の意味を踏まえて書き換えている。

◎作品や作者を紹介するリーフレットを作っている。

◎視点人物を変えて作品を書き換えている。
	●表現に即して、作品中の人間関係を捉えている。

●比喩表現の意味と効果を捉えている。

●会話文や心情表現の特徴や効果を考えている。

◎視点人物を変えて作品を捉え直している。
	●心情を表すさまざまな表現法があることを理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳｴ

(2)ｱｲ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱｳ
	(1)ｲ(ｲ)

	
	
	
	∧話す聞く１∨
	世界に届ける言葉（パブリック･スピーキング）
	3
	●相手の心に届く言葉を見つける。

●演説の方法を知る。
	●聞き手の心に届く話し方の条件について話し合う。

●二年「論を組み立てる」の学習を思い出して意見文を書き、それをもとにしてパブリック･スピーキングの原稿をまとめる。

●グループ内で原稿を読み合い代表を決めて、グループ代表のパブリック･スピーキングをクラス全体で聞く。

●パブリック･スピーキングを振り返って、聞き手の心に届けるために気をつけなければならないことをまとめる。
	●聞き手の心に言葉を届けるためにどのようなことが必要なのかを意識してパブリック･スピーキングを行い、積極的に考えを伝え合おうとしている。
	●互いの共通点や相違点などを聞き分け、自分のスピーキング原稿をよりよいものにしようとしている。
	●意見文（書き言葉）とスピーキング（話し言葉）の違いを意識しながら、スピーキング原稿をまとめている。

●互いの共通点や相違点などを踏まえて、自分のスピーキング原稿をよりよいものにしようとしている。
	●キング牧師とセヴァンのパブリック･スピーング例を読み、相手の心に届く演説の方法を考えている。
	●表現形式、繰り返しの効果、文章の展開などについて、書き言葉と話し言葉の違いを意識している。
	(1)ｱｲｳｴ

(2)ｱｲ
	(1)ｱｲｳｴ

(2)ｱ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｲ
	(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	∧文字を見抜く１∨
	表意文字と表音文字
	1
	●表意文字･表音文字について理解する。
	●世界の文字には表音文字と表意文字があることを知り、ハングルを例に表音文字について、ピクトグラムを例に表意文字について理解を深める。
	●ハングルやピクトグラムに関心を持ち、文字や標識の特徴や役割を深く知ろうとしている。
	
	
	
	●世界にはさまざまな文字があることを知り、表意文字である漢字、表音文字である仮名の特徴を生かして使いこなす態度を身につけている。
	
	
	
	(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	∧文法を考える１∨
	文の実際・会話文
	1
	●実際の文章の中で、文と会話文について理解する。
	●実際の文章での文の主語･述語の関係を考える。

●実際の文章に当たって、会話文を含む文、会話文だけで成り立つ文について知る。
	●文法の知識を生かして実際の文章を読み取ろうとしている。
	
	
	
	●日本語の使い手として、日本語の文法を考える態度を身につけている。
	
	
	
	(1)ｲ(ｱ)

	
	
	
	∧発見する読み１∨
	ふっくらと（「述べられていないこと」を見つめる）
	1
	●人の関わりを描く言葉を見つける。

●「述べられていないこと」を見つめる。
	●表現されている気持ちや様子から、表現されていない気持ちや様子を想像して整理する。

●想像したことの違いを交流し、多様な読みの可能性に気づく。
	●人の関わりを描く言葉を見つけようとしている。

●「述べられていないこと」を見つめようとしている。
	●想像したことの違いを出し合い話し合っている。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	●表現されている気持ちや様子から、表現されていない気持ちや様子を想像して整理している。


	●表現されている気持ちや様子から、表現されていない気持ちや様子を想像している。

●想像したことの違いから、多様な読みの可能性に気づいている。
	●「述べられていないこと」を捉えることが読解上重要であることを理解している。
	(1)ｲｳｴ
	(2)ｲ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｲ(ｲ)

	
	
	6月｜
	２命の
	地獄の季節（扉詩）
	0｜
	●音読･暗唱によって語感を磨く。
	●音読･暗唱によって語感を磨く。
	●音読･暗唱によって語感を磨こうとしている。
	●音読･暗唱によって語感を磨いている。
	
	
	●音読･暗唱によって語感を磨いている。
	(1)ｲ
	
	
	(1)ｲ(ｳ)(ｵ)

	
	
	7月
	共鳴
●表現を吟味して人間の
	輝ける闇
【習得】
	4
	●現実を捉える表現の力を学ぶ。

●比喩表現の効果に注意して読む。
	●表現の細部を考え、作者の認識を捉える。

●比喩表現の意味を捉え、説明する。

●表現に即して、戦争の現実を考え、交流する。

●比喩表現の効果を考え、交流する。
	●現実を捉える表現の力を学ぼうとしている。

●比喩表現の効果に注意して読もうとしている。
	●比喩表現の意味を説明している。

●表現に即して、戦争の現実について話し合っている。

●比喩表現の効果について話し合っている。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	
	●表現の細部を考え、作者の認識を捉えている。

●比喩表現の意味を捉えている。

●表現に即して、戦争の現実を考えている。

●比喩表現の効果を考えている。
	●比喩表現の効果を理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	姿を見つめる●
	握手
【活用】
	5
	●登場人物の生き方について考える。

●モチーフの持つ意味について考える。
	●「握手」に込められた登場人物の思いや作者の意図を考える。

●「指言葉」に込められた「私」の思いを捉えて書く。

●「握手」や「指言葉」などの指や手の表現に込められた意味を考え、交流する。

◎「ケナリも花、サクラも花」も参照して国際交流のあり方を考え、交流する。

◎「私」になったつもりでルロイの生き方について考え、手紙を書く。

◎漫画にヒントを得ながら作品の語りの構造を捉える。
	●登場人物の生き方について考えようとしている。

●モチーフの持つ意味について考えようとしている。
	●「握手」や「指言葉」などの指や手の表現に込められた意味について話し合っている。

◎「ケナリも花、サクラも花」も参照して国際交流のあり方について話し合っている。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	●「指言葉」に込められた「私」の思いを書いている。

◎「私」になったつもりでルロイの生き方について考えたことを手紙に書いている。


	●「握手」に込められた登場人物の思いや作者の意図を考えている。

●「指言葉」に込められた「私」の思いを捉えている。

●「握手」や「指言葉」などの指や手の表現に込められた意味を考えている。

◎「ケナリも花、サクラも花」も参照して国際交流のあり方を考えている。

◎「私」になったつもりでルロイの生き方について考えている。

◎漫画にヒントを得ながら作品の語りの構造を捉えている
	●語りの構造を捉え、語り手の説明を読み分けている。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳ

(2)ｱ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱｲ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	
	俳句（解説）
	3
	●仲間同士で言葉を磨き合うことの大切さを知る。

●俳句における表現を検討する方法を知る。
	●句会の例に基づいて、言葉を磨き合うことの大切さを理解する。

●句会の例に基づいて、俳句と短歌の違いや俳句表現の評価の仕方を理解する。
	●仲間同士で言葉を磨き合うことの大切さを知ろうとしている。

●俳句における表現を検討する方法を知ろうとしている。
	
	
	●句会の例に基づいて、言葉を磨き合うことの大切さを理解している。

●句会の例に基づいて、俳句と短歌の違いや俳句表現の評価の仕方を理解している。
	●俳句と短歌の違いや評価の仕方の違いを理解している。
	
	
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｳ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	
	俳句十五句
	―
	●俳句の風景･心情について自分なりに捉える。

●俳句特有の表現の働きを考える。
	●風景や心情、書かれた状況を自分なりに捉える。

●無季も含めて季語の働きを捉える。

●印象深い作品について自分なりに説明したり批評したりする文章を書く。

●句切れに注意して音読する。

●俳句を作り、持ち寄って批評し合う。
	●俳句の風景･心情について自分なりに捉えようとしている。

●俳句特有の表現の働きを考えようとしている。
	●印象深い作品について自分なりに説明し批評した文章を発表している。

●句切れに注意して音読している。

●作った句を批評し合っている。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	●印象深い作品について自分なりに説明し批評した文章を書いている。

●俳句を作っている。
	●風景や心情、書かれた状況を自分なりに捉えている。

●無季も含めて季語の働きを捉えている。

●印象深い作品について自分なりにそのよさを考えている。
	●無季も含めて季語の働きを理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳｴ

(2)ｱ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	
	存在
	2
	●自己という存在の意味をもう一度考える。

●言葉のおもしろさの裏側にある意図を捉える。
	●言葉のおもしろさや調子に注意して音読する。

●自己の意味、社会と自己の関係について、表現に即して考える。

●題名に込められた意味を考え、交流する。
	●自己という存在の意味をもう一度考えようとしている。

●言葉のおもしろさの裏側にある意図を捉えようとしている。
	●言葉のおもしろさや調子を捉えて音読している。

●題名に込められた意味について話し合っている。
	
	●自己の意味、社会と自己の関係について、表現に即して考えている。

●題名に込められた意味を考えている。
	●おもしろさの裏にある批評や風刺を理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	
	黒い雨
【探究】
	0｜
	●想像を超えた出来事の中での人間の姿を捉える。

●描かれていないことの表現効果を考える。
	●個々の人物の経験を整理し、多様な視点から出来事を描く表現方法の効果を理解する。

●描かれていない爆心地付近の空白の意味を考え、交流する。

●大災害の中で人間や人間関係が受ける影響を考えて恐怖の原因を捉え、交流する。

◎「黒い雨」と原爆体験を取り上げた絵画や詩を比べ、気づいたこと考えたことを交流する。
	●想像を超えた出来事の中での人間の姿を捉えようとしている。

●描かれていないことの表現効果を考えようとしている。
	●描かれていない爆心地付近の空白の意味について話し合っている。

●大災害の中で人間や人間関係が受ける影響や恐怖の原因をついて発表し合っている。

◎「黒い雨」と原爆体験を取り上げた絵画や詩を比べ、気づいたこと考えたことを話し合っている。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	●個々の人物の経験とその思いがよく読み取れる表現を抜き出して整理している。
	●個々の人物の経験を整理し、多様な視点から出来事を描く表現法の効果を理解している。

●描かれていない爆心地付近の空白の意味を考えている。

●大災害の中で人間や人間関係が受ける影響を考えて恐怖の原因を捉えている。

◎「黒い雨」と原爆体験を取り上げた絵画や詩を比べ、それぞれの特徴を捉えている。
	●多様な観点から出来事を描く表現法を理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳ

(2)ｱ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱｲ
	(1)ｲ(ｲ)

	
	
	
	∧書く１∨
	批評する言葉（批評文）
	3
	●作品を外側から眺め、批評文を書いて交流する。

●批評のための切り口について学び、作品を評価する。
	●三好達治の作品に対する五人の読者の批評の違いは、それぞれの読者の作品との関わりの違いによるものであること、このような多様で濃密な読者と作品との関わりが作品の価値を高めていることを理解して、批評を書く意義を捉える。

●次の手順で批評文を書く。

①グループで作品を選び初発の感想を交流して、作品に迫る多様な切り口に気づく。

②表現、展開、主題、他作品との関連などについて考え、作品に迫る切り口を書き出し、自分なりの切り口を確定する。

③確定した切り口に従って一文で評価文を書き、それを膨らませて批評文に仕上げる。

④批評文を読み合い、感想を交流する。

●批評活動の要点について学習を振り返って話し合う。
	●批評の意義を理解し、進んで批評文を書いて交流しようとしている。

●批評のための切り口について学び、作品を評価しようとしている。
	●グループで選んだ作品について初発の感想を交流し、互いの捉え方を深めるのに役立てている。

●できあがった批評文について互いの感想を交流し、批評文を書く意義についての確信や書く意欲を高めている。

●批評活動の要点について学習を振り返って話し合っている。
	●表現、展開、主題、他作品との関連などについて考え、作品に迫る切り口を書き出し、自分なりの切り口を確定している。

●確定した切り口に従って一文で評価文を書き、それを膨らませて批評文を仕上げている。
	●三好達治の作品に対する五人の読者の異なった批評を読んで、多様で濃密な読者と作品との関わりによって、作品の価値を高める批評が生まれてくることを理解している。

●初発の感想を交流して、グループで選んだ作品に迫る多様な切り口に気づいている。

●できあがった批評文を読み合っている。
	●批評書く意義について理解している。

●作品と深く関わるための多様な切り口、作品評価のための多様な観点について理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱｲ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	∧文字を見抜く２∨
	常用漢字表の話
	1
	●常用漢字表について理解する。
	●公文である常用漢字表に、なぜあまり目にすることのない漢字が収められているのかを知り、日本国憲法の条文に見られる語で確かめる。

●常用漢字表の成立と改定について、その経過や趣旨を知る。
	●常用漢字表に関心を持ち、収められている漢字を確かめようとしている。
	
	
	
	●常用漢字表などの公文があることを知り、必要があれば参照する態度を身につけている。
	
	
	
	(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	∧文法を考える２∨
	主語の書かれていない文
	1
	●実際の文章の中で、主述の関係などについて考える。
	●実際の文章での文の主語･述語の関係を考え、主語の書かれていない文のあることを知り、「何ガ」「何ハ」の働きの違いを確かめる。
	●文法の知識を生かして実際の文章を読み取ろうとしている。
	
	
	
	●日本語の使い手として、日本語の文法を考える態度を身につけている。
	
	
	
	(1)ｲ(ｱ)

	
	
	
	∧情報と表現１∨
	情報を自分のものとするために（文体）
	3
	●言葉の工夫による情報の伝わり方の違いを考える。

●文体を比べる観点について知る。
	●同じ内容について別種の文体で書かれた四つの文章を比較し、それぞれの文章の書き手の工夫について考える。

●朝起きてから授業までの出来事を異なる文体で書き、友達と読み合って、その違いについて感想を述べ合う。

●文体を変えて書く体験から、感じたことや考えたことをまとめ、話し合う。

●言葉の工夫によって情報の伝わり方が違ってくることについて意見をまとめ、話し合う。
	●情報を発信する人の言葉の工夫や用い方に関心を持ち、それによって情報の伝わり方が違ってくることに気づき、さまざまなメディアが発信する情報を自分のものとして捉えようとしている。
	●文体の異なる文章を比較した感想を的確に述べている。

●自分が感じたり考えたりした内容を明確に話し、相手の話を的確に聞き取っている。
	●朝起きてから授業までの出来事をメモに取り、そのメモに基づきながら異なる文体で書いている。
	●文体の違う文章を比較して、それぞれの表現様式や文章の展開、文の成分の順序などを考えている。
	●文章にはさまざまな文体があり、それぞれに異なった効果があることを認識している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳｴ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱｲｳ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	二学期
	9月｜10月
	読書１
●情景描写をおさえて作品を楽しむ●
	少年
	3
	●海に託された人物の思いを考える。

●情景描写の意味するものを捉える。
	●情景に込められた思いや意味を捉えながら、作品の題名が「少年」であることの理由を考え、交流する。

●作者と「保吉」の関係から語りの構造を捉え、交流する。

●作者の他の短編を読んで、「少年」と比べる。
	●海に託された人物の思いを考えようとしている。

●情景描写の意味するものを捉えようとしている。
	●情景に込められた思いや意味を捉えながら、作品の題名が「少年」であることの理由について話し合っている。

●作品の語りの構造について話し合っている。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	
	●情景に込められた思いや意味を捉えながら、作品の題名が「少年」であることの理由を考えている。

●作者と「保吉」の関係から語りの構造を捉えている。

●作者の他の短編を読んで、「少年」と比べている。
	●情景描写の働きを理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱｳ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	∧発見する読み２∨
	普遍性（「述べられていないこと」から対話へ）
	1
	●身の回りのことの新しい意味を考える。

●筆者の思考を探る。
	●体験や知識で補いながら筆者の思考や表現と対話し、理解を深める。

●対話を通じて身につけた思考法で日常の事柄の中に新しい意味を発見し、交流する。
	●身の回りのことの新しい意味を考えようとしている。

●筆者の思考を探ろうとしている。
	●筆者の思考法を用いて身の回りの事例について話し合っている。
	
	●キーワードに基づいて身近な事例を考えながら、筆者の主張を理解している。

●筆者の思考法を用いて身の回りの事例を捉え直している。
	●対話的な読みが読解や思索を深めることを理解している。
	(1)ｱｲｳｴ

(2)ｲ
	
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｲ
	(1)ｲ(ｲ)

	
	
	
	３未来
	センブリを採りに行く（扉詩）
	0｜
	●音読･暗唱によって語感を磨く。
	●音読･暗唱によって語感を磨く。
	●音読･暗唱によって語感を磨こうとしている。
	●音読･暗唱によって語感を磨いている。
	
	
	●音読･暗唱によって語感を磨いている。
	(1)ｲ
	
	
	(1)ｲ(ｳ)(ｵ)

	
	
	
	への問い
●論理を吟味して人間

・

社会

・
自然に
	ディズニーランドという聖地
【習得】
	4
	●文明社会の状況について考える。

●論の構成に着目して読む。
	●表現や構成に即して、ランドの背景にある文明観を捉える。

●ランドの背景にある文明観によって失われたものを表現や構成に即して捉え、交流する。

●ランドの造園思想と日本の伝統的な造園思想の違いについて、表現や構成に即して捉え、交流する。

●ランドの文明観や思想が、自分たちの生活や価値観に浸透してないか、筆者の提起を受けて考え、文章にまとめる。
	●文明社会の状況について考えようとしている。

●論の構成に着目して読もうとしている。
	●ランドの文明観によって失われたものについて話し合っている。

●ランドの造園思想と日本の伝統的な造園思想の違いについて話し合っている。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	●ランドの文明観や思想が自分たちの生活や価値観に浸透してないか内省し、文章にまとめている。
	●表現や構成に即して、ランドの背景にある文明観を捉えている。

●ランドの背景にある文明観によって失われたものを表現や構成に即して捉えている。

●ランドの造園思想と日本の伝統的な造園思想の違いについて、表現や構成に即して捉えている。

●ランドの文明観や思想が自分たちの生活や価値観に浸透してないか、筆者の提起を受けて考えている。
	●社会状況の根底にある思想や発想を見いだす表現とその展開について理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳ

(2)ｱ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｲ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	ついての認識を深める●
	運動会
【活用】
	4
	●歴史を担う主体として自らの意見を持つ。

●文章の展開に即して筆者の主張をまとめる。
	●段落構成から論の展開を捉える。

●「運動会」発生の歴史的な事実を整理する。

●「運動会」成立のための条件を三つの観点で整理する。

◎現在のスポーツ･イベントが文化としてのスポーツの本義にかなったものか考える。
	●歴史を担う主体として自らの意見を持とうとしている。

●文章の展開に即して筆者の主張をまとめようとしている。
	
	●「運動会」発生の歴史的な事実を整理している。

●「運動家」成立のための条件を三つの観点で整理している。


	●段落構成から論の展開を捉えている。

●「運動会」発生の歴史的な事実を捉えている。

●「運動家」成立のための条件を三つの観点から捉えている。

◎現在のスポーツ･イベントを例に挙げ、それが文化としてのスポーツの本義にかなったものか検討している。
	●意味段落の役割や構成について理解している。
	
	(1)ｱｲｳ

(2)ｱ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｲ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	
	武蔵野の風景
【探究】
	0｜
	●自然と人間の関わりについて考える。

●論理の展開を追いながら筆者の主張をおさえる。
	●展開に即して、難解な表現の意味を捉える。

●「二次的な自然」と「環境破壊」の違いを捉え、説明する。

◎身の回りの「自然改造」について考え、評価し、交流する。
	●自然と人間の関わりについて考えようとしている。

●論理の展開を追いながら筆者の主張をおさえようとしている。
	●「二次的な自然」と「環境破壊」の違いを説明している。

◎身の回りの「自然改造」について話し合っている。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	
	●展開に即して、難解な表現の意味を捉えている。

●「二次的な自然」と「環境破壊」の違いを捉えている。

◎身の回りの「自然改造」について考え、評価している。
	●論理の展開をおさえて主張を把握している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｲ
	(1)ｲ(ｲ)

	後期
	
	
	∧話す聞く２∨
	多様な意見の交差（グループ・パネルディスカッション）
	4
	●話し合いを通じて考えを深める。

●パネルディスカッションの方法を知り実践する。
	●話し合いをする上でのテーマと立場を決める。

●同じ立場に立つ者同士でグループを作り、グループ内で意見を出し合って、説得のための資料を集める。

●同じ立場の他のグループにも協力してもらって、自分たちの主張をまとめる。

●パネリスト･グループを選出し、パネルディスカッションを行う。

●それぞれのグループでパネルディスカッションを振り返る。
	●さまざまな立場から積極的に意見を出し合いながら、自分と異なる意見に学び、自分の考えを広げたり深めたりしようとしている。
	●互いの共通点や相違点などを聞き分け、自分の考えを広げたり深めたりしている。
	●予想される反論に対する回答も考えて、自分たちの主張を整理し、説得に有効な資料を集め、準備している。

●自分たちの主張を発表する手順をまとめている。
	
	●説得力のある言葉を選び、その用い方に注意している。
	(1)ｱｲｳｴ

(2)ｱｲ
	(1)ｱｲｳｴ

(2)ｱｲ
	
	(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	∧文字を見抜く３∨
	文字と拍
	1
	●点字と拍について理解する。
	●日本語の拍について理解する。

●点字について理解し使ってみる。
	●拍に関心を持ち、拍から日本語の特徴を知ろうとしている。

●視覚障害の人にとっての点字の役割を知ろうとしている。
	
	
	
	●日本語の使い手として、日本語の特徴を考える態度を身につけている。

●点字についての理解を深め、せめて点字による案内などを傷つけないようにする態度を身につけている。
	
	
	
	(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	∧文法を考える３∨
	指示語
	1
	●指示語について理解する。
	●「こそあど言葉」が、実際の文章ではどう用いられているかを考える。
	●文法の知識を生かして実際の文章を読み取ろうとしている。
	
	
	
	●日本語の使い手として、日本語の文法を考える態度を身につけている。
	
	
	
	(1)ｲ(ｱ)

	
	
	11月｜
	４今に
	消えゆく虫（扉詩）
	0｜
	●音読･暗唱によって語感を磨く。
	●音読･暗唱によって語感を磨く。
	●音読･暗唱によって語感を磨こうとしている。
	●音読･暗唱によって語感を磨いている。
	
	
	●音読･暗唱によって語感を磨いている。
	(1)ｲ
	
	
	(1)ｲ(ｳ)(ｵ)

	
	
	12月
	向かって
●今に向か
	言葉との出会い
	1
	●「言葉との出会い」について考える。

●自分の体験と響き合った「言葉」を振り返り、発表する。
	●体験と響き合う「言葉との出会い」について、自他の体験を交流する中で理解する。

●体験と響き合う「言葉との出会い」を求めて古典に向かう読みの構えを作る。
	●「言葉との出会い」について考えようとしている。

●自分の体験と響き合った「言葉」を振り返り、発表しようとしている。
	●体験と響き合う「言葉との出会い」について、自他の体験を紹介し合っている。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	
	●体験と響き合う「言葉との出会い」について、自他の体験に基づいて理解している。
	●体験と響き合う「言葉との出会い」を伝統文化に求めることが、その主体的継承につながることを理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	
	(1)ｱｲｴｵ

(2)ｳ
	(1)ｱ(ｱ)

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	って言語文化を継承発展させるために言葉
	万葉･古今･新古今（歌の源流へ）
	3
	●和歌に詠まれた「心の体験」を読み取る。

●意味のまとまりや句切れに注意して音読し、暗唱する。
	●それぞれの和歌が、どのような情景、人間関係、心情を詠んでいるか理解する。

●印象深い和歌を選び、作者の状況、詠まれた情景、心情を捉え、説明する文章を書く。

●印象深い和歌を選び、意味のまとまりや句切れに注意して、音読･暗唱する。

●和歌と自分との「響き合う言葉との出会い」について、交流する。
	●和歌に詠まれた「心の体験」を読み取ろうとしている。

●意味のまとまりや句切れに注意して音読し、暗唱しようとしている。
	●印象深い和歌を選び、意味のまとまりや句切れに注意して音読･暗唱している。

●和歌と自分との「響き合う言葉との出会い」について紹介し合っている。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	●印象深い和歌を選び、作者の状況や詠まれた情景、心情を説明する文章を書いている。


	●それぞれの和歌が、どのような情景、人間関係、心情を詠んでいるか理解している。

●印象深い和歌を選び、作者の状況、詠まれた情景、心情を捉えている。

●和歌と自分との「響き合う言葉との出会い」を捉えている。
	●意味のまとまりや句切れ、調べ、さまざまな修辞法について理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳ

(2)ｱ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｱ(ｱ)(ｲ)

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	との出会
	古典和歌の表現法（修辞）
	―
	●和歌の句切れや調べ、修辞法について理解する。
	●和歌の句切れや調べ、修辞法について理解する。
	●和歌の句切れや調べ、修辞法について理解しようとしている。
	
	
	
	●和歌の句切れや調べ、修辞法について理解している。
	
	
	
	(1)ｱ(ｱ)

	
	
	
	いについて考える●
	枕草子（発見する言葉）
	3
	●世界を新たに切り取る「言葉」について考える。

●自分の発見した世界を「言葉」で表現する。
	●「春はあけぼの」の中の世界の新しい面を捉えた言葉について整理する。

●「うつくしきもの」の中に取り上げられているものの共通点や現代との違いついて考え、交流する。

●「香炉峰の雪」の中のやり取りを理解し、このエピソードを取り上げた作者の意図について考え、交流する。

●理解に基づき音朗読･暗唱する。
	●世界を新たに切り取る「言葉」について考えようとしている。

●自分の発見した世界を「言葉」で表現しようとしている。
	●「うつくしきもの」の中に取り上げられているものの共通点や現代との違いついて話し合っている。

●「香炉峰の雪」のエピソードを取り上げた作者の意図について話し合っている。

●理解に基づき音朗読･暗唱している。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	●「春はあけぼの」の中の世界の新しい面を捉えた言葉について整理している。


	●「春はあけぼの」の中の世界の新しい面を捉えた言葉を捉えている。

●「うつくしきもの」の中に取り上げられているものの共通点や現代との違いを考えている。

●「香炉峰の雪」の中のやり取りを理解し、このエピソードを取り上げた作者の意図について考えている。


	●世界の新しい側面を示す「言葉の力」について理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｱ(ｱ)(ｲ)

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	
	漢詩
	3
	●漢詩に詠まれた「心の体験」を読み取る。

●詩の展開や情景、心情を想像して朗読する。
	●対句や構成を捉えて理解し、交流する。

●それぞれの漢詩が、どのような情景、人間関係、心情を詠んでいるか理解し、短い文章にまとめる。

●情景や作者の思いの理解に基づき朗読する。

●漢詩の日本古典に与えた影響を捉える。
	●漢詩に詠まれた「心の体験」を読み取ろうとしている。

●詩の展開や情景、心情を想像して朗読しようとしている
	●対句や構成を捉え、どのよう解釈が適切か話し合っている。

●情景や作者の思いの理解に基づき朗読している。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。


	●それぞれの漢詩が、どのような情景、人間関係、心情を詠んでいるかについて短い文章にまとめている。
	●対句や構成を捉えて理解している。

●それぞれの漢詩が、どのような情景、人間関係、心情を詠んでいるか理解している。

●情景や作者の思いの理解に基づき朗読している。

●漢詩の日本古典に与えた影響を捉えている。
	●漢詩の構成について理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳ

(2)ｱ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｱ(ｱ)(ｲ)

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	
	おくのほそ道（言葉が見た風景）
	4
	●風景をどのような「言葉」で語っているか考える。

●風景を想像し、句を引用して芭蕉に手紙を書く。
	●「旅立ち」を読んで、芭蕉が自分の表現をどのような伝統文化の中に位置づけているか、旅に出たいという気持ちがどんなに強いかを表現に即して捉え、交流する。

●「平泉」の展開を捉え、前半から後半への発展を「叢」に着目して考える。

●「おくのほそ道」全体の構成を捉え、冒頭と末尾の「行く」の照応に込められた芭蕉の人生観を考える。

●印象深い芭蕉の作品に手紙を書くことで応答し、連句の付け合いを疑似体験する。

●理解に基づき音読する。
	●風景をどのような「言葉」で語っているか考えようとしている。

●風景を想像し、句を引用して芭蕉に手紙を書こうとしている。
	●「旅立ち」を読んで、芭蕉が自分の表現をどのような伝統文化の中に位置づけているか、旅に出たいという気持ちがどんなに強いかについて表現に即して話し合っている。

●理解に基づき音読している。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。


	●印象深い芭蕉の作品に手紙を書くことで応答し、連句の付け合いを疑似体験している。
	●「旅立ち」を読んで、芭蕉が自分の表現をどのような伝統文化の中に位置づけているか、旅に出たいという気持ちがどんなに強いかを表現に即して捉えている。

●「平泉」の展開を捉え、前半から後半への発展を「叢」に着目して考えている。

●「おくのほそ道」全体の構成を捉え、冒頭と末尾の「行く」の照応に込められた芭蕉の人生観を考えている。
	●蕉風俳諧の世界を理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳ

(2)ｱ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｱ(ｱ)(ｲ)

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	
	遠野物語（抄）（異界を捉える言葉）
	2
	●「異界」を語り伝えた人の「心の体験」を読み取る。

●物語本文を引用しながら評論文を書く。
	●「オクナイサマ」の援助が人々の篤い信仰によるものであることを、表現に即し交流を通じて捉える。

●「オクナイサマ」と類似の話を探し、比べてみる。

●「鳥御前」の表現に即して、人々の異界に対する捉え方を考える。

●「鳥御前」と類似の宮沢賢治の作品を読み比べる。

●理解に基づき音読する。

●遠野物語を引用しながら評論文を書き、相互に批正し合うことを通じて理解を深める。
	●「異界」を語り伝えた人の「心の体験」を読み取ろうとしている。

●物語本文を引用しながら評論文を書こうとしている。
	●「オクナイサマ」の援助の理由について話し合っている。

●理解に基づき音読している。

●遠野物語を引用しながら書いた評論文を相互に批正し合っている。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	●遠野物語を引用しながら評論文を書いている。
	●「オクナイサマ」の援助が人々の篤い信仰によるものであることを、表現に即して捉えている。

●「オクナイサマ」と類似の話を探し、比べている。

●「鳥御前」の表現に即して、人々の異界に対する捉え方を考えている。

●「鳥御前」と類似の宮沢賢治の作品を読み比べている。

●他の段も含めて遠野物語を読み、評論文の作成と批正を通じて理解を深めている。
	●近代以降の文語継承について理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳ

(2)ｱ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱｲ
	(1)ｱ(ｱ)(ｲ)

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	∧書く２∨
	あのときかもしれない（エッセイ）
	3
	●今の自分を生かしているものを見つめる。

●随筆の書き方を知る。
	●これまでの中学校生活を振り返り、自分にとって忘れられない出来事とそれに関わった人を中心にして簡単な年表を作成する。

●思い出したことを短い文に書く。

●新たに気づいたこと、そのきっかけ、自分にとっての意味という三つの項目で、思い出したことを整理する。

●文章の組み立てを考えてまとめる。
	●中学校生活での過去の経験を振り返り、人との関わりの中で自分が成長した時のことを思い出して、それを文章の形にまとめようとしている。
	
	●自分にとって忘れられない出来事とそれに関わった人を中心に年表を作っている。

●思い出したことを「～はあの時かもしれない」という形で的確に書いている。

●思い出した経験とそれに対する自分の意味づけがうまくつながるように構成を考えている。

●書き出し、順序、文末表現を工夫しながら、「あの時」の経験と自分にとっての意味を考え、分かりやすく書いている。
	●筆者の「気づき」や表現に着目して、高校生の文章を読んでいる。
	●文の成分の順序や照応、組み立てなどを考えている。
	
	(1)ｱｲｳ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳｴｵ
	(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	∧文字を見抜く４∨
	平仮名と片仮名
	1
	●平仮名･片仮名について理解する。
	●平仮名･片仮名の用いられている資料の一部を読んで、平仮名･片仮名についての理解を深め、一覧表で現行の平仮名･片仮名のもとになった漢字を確かめる。
	●平仮名･片仮名の役割を考え、使いこなそうとしている。
	
	
	
	●平仮名･片仮名を使いこなしている。
	
	
	
	(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	∧文法を考える４∨
	言い切るか、言い切らないか
	1
	●文末について理解する。
	●句読点の用いられていない文章を読み、文末を考える。また、文脈から、言い切るか言い切らないかを考える。
	●文末について理解し、その文法上の働きを書く活動、読む活動に生かそうとしている。
	
	
	
	●句読点の用いられていない文章の文末を読み取ることができ、的確に句点をつけることができる。
	
	
	
	(1)ｲ(ｱ)

	
	
	
	∧言葉と生活

・

言葉と文化∨
	日本語の由来
	1
	●和語･漢語･外来語の由来について理解する。
	●和語への漢語･外来語導入について、歴史を踏まえて理解する。
	●日本語の由来について知り、言語生活を豊かにするためにその知識を生かそうとしている。
	
	
	
	●日本語の主体的な継承者として母語を捉える態度を身につけている。
	
	
	
	(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

	
	三学期
	1月｜
	５世代
	言葉のない世界（扉詩）
	0｜
	●音読･暗唱によって語感を磨く。
	●音読･暗唱によって語感を磨く。
	●音読･暗唱によって語感を磨こうとしている。
	●音読･暗唱によって語感を磨いている。
	
	
	●音読･暗唱によって語感を磨いている。
	(1)ｲ
	
	
	(1)ｲ(ｳ)(ｵ)

	
	
	2月
	を超えて
●表現を吟味して未
	パール・ハーバーの授業
【習得】
	3
	●未来に向けた「自分」を発見する。

●筆者の経験から得られたメッセージを読み取る。
	●「私」の置かれている厳しい立場をさまざまな側面から捉え、説明する。

●戦争責任に対する「私」の思いの変化を表現に即してまとめる。

●「私」の中に生まれた新しい自分について、古い自分と比べながら考える。
	●未来に向けた「自分」を発見しようとしている。

●筆者の経験から得られたメッセージを読み取ろうとしている。
	●「私」の置かれている厳しい立場をさまざまな側面から説明している。
	●戦争責任に対する「私」の思いの変化を表現に即してまとめている。


	●「私」の置かれている厳しい立場をさまざまな側面から捉えている。

●戦争責任に対する「私」の思いの変化を表現に即して捉えている。

●「私」の中に生まれた新しい自分について、古い自分と比べながら考えている。
	●異なる観点から人物を捉える方法を理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	来に向けて多様な認識を持つ●
	故郷
【活用】
	6
	●未来への希望･願いを読み取る。

●登場人物の変化の意味するものを理解する。
	●「私」や村人たちの変化を表にまとめて理解する。

●「私」と閏土の再会の悲しみについて、二人の境遇の違いを踏まえて考える。

●作品全体の理解に基づいて「私」の「希望」「願い」について考え、交流する。

◎さまざまな登場人物の視点から、作品をもう一度捉え直す。
	●未来への希望･願いを読み取ろうとしている。

●登場人物の変化の意味するものを理解しようとしている。
	●作品全体の理解に基づいて「私」の「希望」「願い」について話し合っている。

◎さまざまな登場人物なって質問に答えている。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	●「私」や村人たちの変化を表にまとめている。
	●「私」や村人たちの変化を理解している。

●「私」と閏土の再会の悲しみについて、二人の境遇の違いを踏まえて考えている。

●作品全体の理解に基づいて「私」の「希望」「願い」について考えている。

◎さまざまな登場人物の視点から、作品をもう一度捉え直している。
	●人物の変化を捉える観点を理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	
	夕空晴れて
【探究】
	0｜
	●受け継がれる「思い」について考える。

●登場人物の関係とそれぞれの「思い」を読み取る。
	●「由美」の目を開かせた「冷泉」とのやり取りの発端を捉える。

●「茂」を取り巻く人々の思いを読み取ってまとめる。

◎「神様がこしらえた野球」という悟の思いが、それぞれの登場人物にどのように受け継がれたか説明する。
	●受け継がれる「思い」について考えようとしている。

●登場人物の関係とそれぞれの「思い」を読み取ろうとしている。
	◎「神様がこしらえた野球」という悟の思いが、それぞれの登場人物にどのように受け継がれたか説明している。
	●「茂」を取り巻く人々の思いをまとめている。
	●「由美」の目を開かせた「冷泉」とのやり取りの発端を捉えている。

●「茂」を取り巻く人々の思いを読み取っている。

◎「神様がこしらえた野球」という悟の思いが、それぞれの登場人物にどのように受け継がれたか捉えている。
	●人物関係について整理し読解に生かすことができる。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	(1)ｱｲｳ

(2)ｱ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｲ(ｲ)

	
	
	
	∧文字を見抜く５∨
	指文字･手話
	1
	●指文字・手話について理解する。
	●指文字・手話の特徴を理解し、言語について考えを深める。
	●指文字・手話に関心を持ち、その特徴を捉えようとしている。

●言葉を表す仕組みを、さまざまな観点から考察する態度を身につけている。
	
	
	
	●日本語の使い手として、点字・指文字・手話を含めて言語として広く捉える態度を身につけている。
	
	
	
	(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	∧情報と表現２∨
	言葉による発見（比喩）
	2
	●物事を認識し作り出す言葉の力について考える。

●比喩表現の仕組みと効果について理解する。
	●野矢茂樹の文章を読んで、人間が新たな世界を構想できるのは言葉の力によることを知り、話し合う。

●ヘレン･ケラーの文章を読んで、人間が世界を構成･認識できるのは言葉の力によることを捉える。

●世界を再構成･再認識し、新たな世界を構想する行為として比喩という言語行為を捉え、長田弘の詩に即して、比喩が自分の言葉による世界との関係の主体的な作り変えや作り直しであることを理解し、話し合う。

●草野心平の詩を読んで、言語表現の限界に気づき、話し合う。
	●物事を認識し作り出す言葉の力について考えようとしている。

●比喩表現の仕組みと効果について理解しようとしている。
	●人間が新たな世界を構想できるのは言葉の力よることについて話し合っている。

●比喩が自分の言葉による世界との関係の主体的な作り変えや作り直しであることについて話し合っている。

●言語表現の限界について話し合っている。
	
	●野矢茂樹の文章を読んで、人間が新たな世界を構想できるのは言葉の力によることを捉えている。

●ヘレン･ケラーの文章を読んで、人間が世界を構成･認識できるのは言葉の力によることを捉えている。

●世界を再構成･再認識し、新たな世界を構想する行為として比喩という言語行為を捉え、長田弘の詩に即して、比喩が自分の言葉による世界との関係の主体的な作り変えや作り直しであることを理解している。

●草野心平の詩を読んで、言語表現の限界に気づいている。
	●比喩表現の仕組みや効果の理解を通じて、世界を構成し再構成する言葉の力を認識し、主体的な言葉の使い手としての自覚を深めている。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱｲ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	3月
	読書２
●論理や表現をお
	顔の見える国際協力
	2
	●国際協力のあり方について考える。

●筆者の論理を捉える。
	●「顔の見える国際協力」であるための五条件を箇条書きでまとめる。

●筆者の主張に沿ってネグロス島の事例をまとめる。

●「フェアトレード」について調べ、その可能性を探る。
	●国際協力のあり方について考えようとしている。

●筆者の論理を捉えようとしている。
	
	●「顔の見える国際協力」であるための五条件を箇条書きでまとめている。

●筆者の主張に沿ってネグロス島の事例をまとめている。
	●「顔の見える国際協力」であるための五条件を捉えている。

●筆者の主張に沿ってネグロス島の事例を捉えている。

●「フェアトレード」について調べ、その可能性を探っている。
	●評論で用いられる語彙の意味を理解している。
	
	(1)ｱｲｳ

(2)ｱ
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｲ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	
	さえながら作品を評価する●
	灯台
	2
	●短編小説のおもしろさを知る。

●象徴的な表現の持つ意味について考える。
	●小説の舞台が「灯台」であったことの象徴的な意味を表現の細部や作品の時代背景に即して考え、交流する。

●時代状況の変化と「僕」の成長に基づいて、「灯台守」と「僕」の関係の変化を説明する。

●「僕」が「灯台守」との関わりの中から得たものを考える。
	●短編小説のおもしろさを知ろうとしている。

●象徴的な表現の持つ意味について考えようとしている。
	●小説の舞台が「灯台」であったことの象徴的な意味について話し合っている。

●時代状況の変化と「僕」の成長に基づいて、「灯台守」と「僕」の関係の変化を説明している。

●進んで意見を言い、他者の意見をよく聞いて、自分の意見に生かしている。
	
	●小説の舞台が「灯台」であったことの象徴的な意味を表現の細部や作品の時代背景に即して考えている。

●時代状況の変化と「僕」の成長に基づいて、「灯台守」と「僕」の関係の変化を捉えている。

●「僕」が「灯台守」との関わりの中から得たものを考えている。
	●短編小説の構成やおもしろさを理解している。

●作品に出てくる場所や物が象徴する事柄について理解している。
	(1)ｱｳｴ

(2)ｲ
	
	(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｱ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

	
	
	通年で随時
	言語の学習
	三年生の語句･語彙の学習
	1
	●場面や分野の違いによる語の使い分け、造語作用による語の構成について系統的に理解し、語を適切に使用する力をつける。
	
	●場面や分野の違いによる語の使い分け、造語作用による語の構成について興味を持って学び、自らの言語生活に生かそうとしている。
	
	
	
	●場面や分野の違いによる語の使い分け、造語作用による語の構成について系統的に理解している。
	
	
	
	(1)ｲ(ｱ)

	
	
	
	
	三年生の文法の学習
	1
	
	「文法を考える」で取り上げた文法事項について、そのつど系統的に学ぶ。
	
	
	
	
	
	
	
	
	(1)ｲ(ｱ)

	
	
	
	
	一･二年生の文法のまとめ
	―
	
	一･二年で取り上げた文法事項について、必要に応じて参照し復習する。
	
	
	
	
	
	
	
	
	(1)ｲ(ｱ)

	
	
	
	
	古典文法
	0｜
	●文語の語法･文法について理解を深める。
	●文語の語法･文法について、巻末折り込み活用表と共に、古典読解の必要に応じて参照する。
	
	
	
	
	●日本語の主体的な継承者として文語に関心を持っている。
	
	
	
	(1)ｲ(ｱ)

	
	
	
	
	今に伝わる注意したい古語
	0｜
	●文語の語彙について理解を深める。
	●文語の語彙について、古典読解の必要に応じて参照する。
	
	
	
	
	●日本語の主体的な継承者として文語に関心を持っている。
	
	
	
	(1)ｲ(ｱ)

	
	
	学年末
	∧送り出し∨
	自分だけの羅針盤･道
	1
	●映像と言語に込められた気持ちや主張を理解する。

●情勢に翻弄されず堅実に未来を切り開いていく人生の指針があることを知る。
	
	
	
	
	●写真と文章から筆者のメッセージを捉え、情勢に翻弄されず堅実に未来を切り開いていく人生の指針の存在を理解する。
	●映像と言語に込められた気持ちや主張を理解する。

●将来の日本や世界を担う主体としての粘り強く堅実な姿勢を固める。
	
	
	(1)ｱｲｴｵ
	(1)ｲ(ｲ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)


【注】①上記は、学習過程における学習者の学習成果を判断し、学習に生かすための評価基準については、各学校の考え方や学習者の状況に応じて工夫いただけるよう、概略の規準として提案してあります。
【注】②◎で示したのは「批評の扉」に対応した活動と規準です。
【注】③「―」で示した時数は、次のように前の教材の時数に含めて考えています。（「俳句十五句」→「俳句（解説）」、「古典和歌の表現法」→「万葉･古今･新古今」、「一･二年生の文法のまとめ」→「三年生の文法の学習」）
